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114 松山大学論集 第28巻 第2号
職名 氏名 担当学科 兼務 学歴 出身 就任年月日
校長 加藤彰廉 東京帝大文学士 愛媛 大正12年3月3日
教授 佐伯光雄 商業学 教務課長 山口高商 愛媛 大正12年4月1日
同 渡部善次郎 英語 学生課長 エール大 愛媛 大正12年4月1日
同 田中忠夫 経済学 東京帝大経済学士 岡山 大正12年4月6日
同 西依六八 商品学 京都帝大理学士 佐賀 大正12年4月6日
同 重松通直 商業学 東京商大商学士 愛媛 大正12年4月10日
同 古川洋三 在外研究中 関西学院 愛媛 大正12年4月×日
同 河内富次郎 英語 フランク大学 岡山 大正13年4月1日































































































































































































































































































































































「1．As you are, we fear, no great success will be yours. So long as you
are not, what we mean you to be, a useful, faithful, and truthful man, you can























































































































































































































































































































































































「一，我が日の本の 国体は 幾代かわらぬ 一系の 皇尊を いたゞきて
義は君臣を わかてとも 情は父子の如くにて 君の恵みの いや深
く 広き世界に 比ひなし
二，八千余万の 国民は 昔ながらの 兄弟よ いとも畏し 皇室は 吾
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他に類ひなき しるしなれ
三，建国こゝに 三千年 養ひなせる わが国の 大和魂 そは何ぞ 赤
きこゝろの熱血を いざ事あらば 君の為 国の為にと 流すなる
わが民族の 精華なり
四，発して万朶の 花となり 凝て百錬の 鉄となる 実に頼もしき こ
のこゝろ 仰けは高し 富士の嶺 臨めは深し 日本海 実にうるは






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































168 松山大学論集 第28巻 第2号
る。高商の創立に関しては，松高教授の北川淳一郎の提案にはじまり，井上要
→加藤拓川→加藤彰廉へと創立話がすすんで行ったことである。本学のホーム
ページ等では，加藤彰廉→加藤拓川となっており，逆であり，訂正する必要が
あろう。
第14に，松山高商の文部省への申請日は大正11年12月26日であり，認可
日は12年2月22日であったことである。星野通編の間違いが，その後の校史
である『三十年史』『五十年史』にも踏襲されていたことである。
第15に，本校の創立記念日について，彰廉校長は，大正15年2月10日の
文部省への学校規則改正の申請で，10月10日としていたことであり，これは
新しい発見であった。
第16に，校訓「三実主義」の発表時期は，大正15年3月8日の第1回卒業
式であったことである。星野通編の『前掲書』では「三実主義」の発表につい
て何ら触れられていなかったが，それは星野通らの記憶も曖昧で，また史料探
索が不十分であったためであり，また，その後の校史『三十年史』でも十分に
確認されなかったことである。
第17に，第1回卒業式の彰廉校長の式辞は現在まで未だ未発見であり（『五
十年史』の引用は間違い），その探索は今後の重要な課題である。
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